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Cattleya系の花のえそ症状株から
分離されたウイルス*






このような Cattloya系の花に発生するえそ病は，最初 Thornberry ら (11)によっ
て Cattleyablossom brown necrotic streakの病名で報告され，のちにこれを生理的
老化現象による症状と区別するために Cattleyainfectious blossom necrosisの病名に
あらためて報告された症状 (7，12)に非常によく類似している.この flowernecrosis 
は Izadpanahら(7)および Thornberryら(12)によれば， CyMVと Odontoglo・
ssum ringspot virus (ORSV)の混合感染によって発生し，それらの単独ウイルスで、は発
生しないと報告している.これに対し， Lawson (9， 10)は flowernecrosisはCyMV
の単独によって発生し ORSV(tobacco mosaic virusの orchidstrain=TMV-O).. 
は関与しないと報告している. わが国で発見された Bc.Olnaなどの由花に発生する激
しいえそ症状は，電子顕徴鏡観察によるウイルス粒子の形態，寄生性および血清反応試験














いるタバコ， N. g/utinosa， Datura stramonium，センユチコウ， ヒャクユチソウ，ツル





また血清反応試験はすでに CyMV(5)および ORSV(4)について報告した CyMV抗























汁液接種によってラン科植物では Cattleya，Cymbidium， Dendrobium， Miltoniaおよ
び Oncidiumに全身感染した.Cymbidiumでは初め退色斑を生じて，のち長形のえそ斑
を形成し，また Catt/eyaでは初め葉肉部に始まる褐色のえそ斑並びにえそ条斑を形成し







(2， 3， 5， 8)と酷似していた.また ORSVの判別槌物における反応は陰性であった.
3.ウイルス位子の形態






CyMV抗血清に対しては， Cat-15分離株では1:1，024倍， Cat・17分離株では1: 2，048 
倍まで反応した.しかし ORSV抗血清に対しては両分離株とも反応しなかった.
第 1表 Cattloyaのflowernecrosisウイルスの CyMV
および ORSVの抗血清に対する血清反応話験
ゥィ，'"ス 抗 血 清 の 希 釈抗血清 抗 原 8 16 32 64 128 256 512 1024 2048 4096 saline 
-fHt *十 *十 骨 -fHt -1ft +十 + + 
CyMV -1ft -1ft -1ft -1十 +1- +1- +十 + 土
-fHt 4世十 *十 -1ft -1ft +1- +十 + + 
制十 -fHt 品i十 側十 制十 制ト -It- +十 + 土
ORSV 
Cat.15: Bc. 01na: Cat・17:臼 t1oyasp. 
考 察
開花時には花に全く異常がみられないが，開花数日後には花に激しいえそ斑を生じる
Bc.O/naおよび Cattleyasp.の病株から CyMVが分離された. それらの病徴は Tho-





12).しかしLawson(9， 10)は， flower necrosisを生じたCatt/eyaからは CyMVと
ORSVの両者が検出されたが， CyMVの単独感染株も認められ，また CyMVと ORSV
(TMV心〉の抗血清で殴収したそれぞれのウイルス源を接種した Catt/eyaにおける
fl.ower necrosisの発生を調べ，えそ症状は CyMVの単独によって発生し， ORSVは原
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因しないと報告している.Corbett (1)はアメリカの Floridaでは CyMVやORSVが
多数のラン科植物から単独または重複で、分離されるが. Thornberryら (11)が記載し
た flowernecrosisの発生は稀であることを記述している.本報の Cattleya系における












系に接種しその品種間関係を調べる必要がある. また Cattleyaに flowernecrosisを
発生するウイルス (7.9-12)が CyMVの一系統によるものかどうかは明らかでない.













きさ約 475x13mμ の紐状粒子が検出された.しかし ORSV(TMV心〉の棒状粒子は認
められなかった.汁液接種によって.Cattloya， Cymbidium， Dendrobium. Miltoniaおよ
び Oncidiumに全身感染し.CyMVと同様の病徴を現わした.Cattleyaや Cymbidium
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第 1図 Bc. Olnaの花に発生したえそ症状
A-Dは同一花である A:開花直後
B:開花6日後.C:開花10日後.D:開花15日後
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第 2図 Cattleya sp.の葉および花に発生したえそ症状
第 3図 Bc.Olnaの病植物から分離されたウイルス粒子
(部分純化， PTA negative stain)，スケールは 0.1μ
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